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【��特　集��】

歯科用材料とその加工技術

80歳で自分の歯を20本以上残そうとする運動（8020運動）が推進されているように，歯の健康を保つことは，将
来の生活の質（QOL）を維持するためにも重要である．一方，近年の歯科治療は，齲歯だけでなく，歯冠修復や審美
目的など，歯科分野を取り巻く環境は多様化している．歯科用材料は，チタン合金や銀合金などの金属材料，セラミッ
クス，レジン（樹脂）に大別されており，いずれの材料も難削材であることから容易に加工することは難しい．本特集
では，各種歯科用材料の特徴とその加工技術について，最新動向を交えて紹介する．
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